
「これからの自治会を考える会」会合議事録」(記入:１２月２２日　中野浩）

　　（１）　概要

　 日　時

　 場　所

　岩崎光雄　林英夫　柳澤知子　横山博行 原博章　久保田和男　露木輝彦　佐々木恵美　瀬戸新一郎　中野浩

　 （２）　議事

＜検討・確認事項等＞

１．見守り隊の進捗状況

・12月12日に会合を持ち，隊長:露木、副隊長:原、事務局:中野に決定

・見守り活動は向こう三軒両隣の関係を基本とする

・見守る中身(範囲)の検討がまだ進んでいない

・民生委員との連係も必要

・次回見守り隊会合(1月14日１０：００～１１：３０）には各自が見守り範囲など気づいた点をメモに書いて提出する

２．お助け隊の進捗状況

・12月12日の会合で，隊長:横山、副隊長:林、久保田、事務局：池田を決定（会計:未定）

・お助けの範囲として:蛍光灯の取り換え等高いところの作業、粗大ごみの扱い、庭木選定・草取り、段ボールなど資源ごみ出し,

食料品の買い出し、掃除

・代金を徴収(余計な気を遣うことのないように):30分以内50円、30分~1時間300円、それ以上500円

・掃除をする隊員としては女性が望ましいが一人しかいないので、これは見守り隊につなぎたい

３．両隊にかかわる今後の予定

・本活動の開始は2020年度からとする。このため2月2日の現自治会役員会で成案を諮って広報などに努める

・両隊はその期限までに、隊の活動方向を詰めることとする。
・活動にあたって、ユニフォームないしタスキ等を自治会で作成購入する

４．「世帯台帳の電子化」について(経過報告:瀬戸）
睦自治会では20017年10月世帯台帳の見直しを行ったが、そのデーターを、瀬戸さんがPCに取り込み、

データーの簡単な数値読み取りができる例を報告された。
例:75歳以上一人住まいは29人、75歳以上2人住まい世帯は51世帯102人、最高年齢者は101歳(いずれも2017年10月時点）
したがって、2017年以降の物故者や転出・入者を打ち込めば常に最新のデーターとして活用できる。

・
次回予定 令和２年１月１８日（土）１８：００～１９：３０

・自治会から、本プロジェクトの趣旨を説明する広報が必要

令和元年年１２月２１日（土）　９：００～１１：００

　　睦会集会所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬称略

議　　　題

 　出席者

・見守られる対象者のリストを確定し対応策を考える(実態把握ー自治会長より後日提供予定）

1．見守り隊、お助け隊の進捗報告とすり合わせ　２．世帯台帳の電子化について報告　3．その他

議事内容




